
８
２０２１

No.
６
７
５

村の木：シラカバ 村の花：ムラサキヤシオ

AKAIGAWA

広　報

人と自然が育む美しい村

～やすらぎと潤いのふるさとをめざして～

赤井川へき地保育所ミニ運動会／2021年6月26日

02 	議会だより	
06 	トピックス	北央道路工業（株）へ感謝状贈呈・赤井川へき地保育所ミニ運動会 ほか
07 	健康支援センターだより	お得な３日間 住民健診のご案内 ほか
10 	むらの事件簿	避難訓練を実施しました・救命講習の開催について ほか
12 	スポーツニュース	各種大会の結果
13 	お知らせ伝言板 新型コロナウイルスの影響による国民健康保険税の減免について ほか
20 	赤井川村写真館・編集後記 
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臨

時

会

報

告

　

令
和
３
年
第
２
回
臨
時
会
が

４
月
30
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
内
容
を
要
約
し
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
審
議
結
果
】

○
条
例
案

（
以
下
専
決
処
分
）

・
赤
井
川
村
税
条
例
等
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

○
補
正
予
算
案

　
（
以
下
４
本
専
決
処
分
）

・
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
11
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

・
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

　

号
）

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

・
令
和
２
年
度
簡
易
水
道
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
６

　

号
）

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

・
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

・
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

賛
成　

連
、
曽
根
、
辻
、
川
人
、

　
　
　

湯
澤
、
山
口　
　

６
人

反
対　

能
登 　
　
　
　

  

１
人

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

賛
成
多
数
で
原
案
可
決

［
討
論
］

反
対　

能
登
議
員

　

臨
時
交
付
金
の
使
途
に
関
し

　

て
、
立
案
の
根
拠
と
な
る
調

　

査
・
分
析
が
不
足
し
て
い
る

　

事
、
財
政
の
果
た
す
べ
き
機

　

能
・
役
割
が
十
分
に
考
慮
さ

　

れ
て
い
な
い
事
、
感
染
収
束

　

が
見
通
せ
な
い
状
況
で
ば
ら

　

ま
く
事
、
以
上
に
つ
い
て
の

　

疑
問
か
ら
反
対
い
た
し
ま
す
。

賛
成　

発
言
議
員
は
い
ま
せ
ん

　

で
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
入
］

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

　

金
（
新
規
）３

，
４
１
４
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

　

チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業
補

　

助
金
（
増
額
）

８
８
９
万
３
千
円

・
道
路
改
良
工
事
及
び
橋
梁
長

　

寿
命
化
交
付
金
（
増
額
）

４
１
７
万
８
千
円

［
歳
出
］

・
感
染
予
防
継
続
持
続
化
支
援

　

給
付
金
（
新
規
）

１
，
２
０
０
万
円

・
北
後
志
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

　

ス
ワ
ク
チ
ン
共
同
接
種
体
制

　

整
備
負
担
金
（
新
規
）

　

７
０
０
万
円

・
事
業
継
続
持
続
化
支
援
金（
新

　

規
）

３
７
５
万
円

・
富
田
線
道
路
改
良
工
事
（
増

　

額
）

６
６
１
万
９
千
円

・
橋
梁
補
修
設
計
業
務
委
託
料

　
（
減
額
）

△
１
，
１
６
３
万
７
千
円

・
橋
梁
補
修
工
事
（
増
額
）

１
，
１
２
９
万
３
千
円

・
橋
梁
点
検
業
務
負
担
金
（
増

　

額
）

１
，
０
２
４
万
円

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

定

例

会

報

告

　

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
が

６
月
15
日
か
ら
16
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
内
容
、
一
般
質
問
を
要

約
し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
村
長
行
政
報
告
】

〇
赤
井
川
村
情
報
公
開
条
例
及

　

び
赤
井
川
村
個
人
情
報
保
護

　

条
例
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

〇
第
四
期
赤
井
川
村
総
合
計
画

　

事
業
実
施
計
画
書
に
つ
い
て

〇
赤
井
川
村
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

　

ョ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

状
況
に
つ
い
て

〇
赤
井
川
村
障
が
い
者
計
画
・

　

第
６
期
障
が
い
者
福
祉
計
画

　

・
第
２
期
障
が
い
児
福
祉
計

　

画
の
策
定
に
つ
い
て

〇
第
８
期
赤
井
川
村
高
齢
者
保

　

健
福
祉
計
画
の
策
定
に
つ
い

　

て
〇
令
和
３
年
３
月
１
日
以
降
工

　

事
等
発
注
状
況
に
つ
い
て

【
審
議
結
果
】

　

地
域
公
共
交
通
対
策
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
構
成
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◇
委
員
長　

   

川
人　

孝
則

◇
副
委
員
長　

湯
澤　

幸
敏

◇
委
員

　

山
口　

芳
之
、
能
登　

ゆ
う
、

　

辻　

康
、
曽
根　

敏
明
、
連

　

茂

　

地
域
公
共
交
通
対
策
特
別
委

員
会
と
は
？

　

既
存
民
間
路
線
バ
ス
廃
止
に

伴
う
地
域
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

○
報
告

・
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

　

つ
い
て
（
一
般
会
計
）

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

○
条
例
案

・
赤
井
川
村
表
彰
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い

　

て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
国
民
健
康
保
険
税

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

○
補
正
予
算
案

・
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
３
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
入
］

・
固
定
資
産
税
（
増
額
）

５
５
１
万
４
千
円

・
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最

　

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

委
託
金
（
新
規
）

２
２
２
万
５
千
円

議
会
だ
よ
り
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［
歳
出
］

・
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最

　

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
（
新
規
）

２
５
９
万
４
千
円

・
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

　

給
付
金
給
付
事
業
（
新
規
）

１
０
０
万
２
千
円

・
新
規
就
農
者
育
成
支
援
特
別

　

対
策
事
業
補
助
金
（
新
規
）

１
１
４
万
４
千
円

・
カ
ル
デ
ラ
の
味
覚
ま
つ
り
事

　

業
補
助
金
（
減
額
）

△
１
５
０
万
円

○
同
意
案

・
赤
井
川
村
固
定
資
産
評
価
審

　

査
委
員
会
委
員

全
員
賛
成
で
原
案
同
意

　

字
赤
井
川 

二
川 

健
司
さ
ん

73
歳
（
再
任
）

（
任
期 

令
和
３
年
７
月
29
日
～

　
　
　

令
和
６
年
７
月
28
日
）

○
諮
問
案

・
赤
井
川
村
人
権
擁
護
委
員

全
員
賛
成
で
適
任

　

字
赤
井
川

湯
澤 

節
子
さ
ん

77
歳
（
再
任
）

（
任
期 

令
和
３
年
10
月
１
日
～

令
和
６
年
９
月
30
日
）

○
意
見
書

　

意
見
書
が
２
件
提
出
さ
れ
、

可
決
の
上
、
議
長
名
に
よ
り
関

係
省
庁
な
ど
に
提
出
い
た
し
ま

し
た
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
危

　

機
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
者　

山
口 

芳
之

　

賛
成
者　

川
人 

孝
則

・
林
業
、
木
材
産
業
の
成
長
産

　

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
、

　

強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

提
出
者　

連　
　

 

茂

　

賛
成
者　

能
登 

ゆ
う

予
算
特
別
委
員
会
報
告

　

付
託
を
受
け
た
次
の
１
件
に

つ
い
て
審
査
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

・
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
３
号
）

一 

般 

質 

問 
と 
答 
弁

　

議
会
だ
よ
り
の
一
般
質
問
は
、

議
員
自
ら
要
約
し
て
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
の
一
般
質
問
と

答
弁
の
全
文
は
、
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
会
議
録
の
中
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

◆
能
登　
　

ゆ
う　

議
員
◆

質
問
【
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
工

　
　
　

事
で
発
生
す
る
対
策

　
　
　

土
の
処
分
工
法
に
つ

　
　
　

い
て
】

　

環
境
基
準
を
超
え
る
重
金

属
を
含
む
「
対
策
土
」
の
処

分
工
法
に
つ
い
て
、
不
安
の

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
土

壌
や
水
質
な
ど
自
然
環
境
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
住

民
が
安
心
で
き
る
よ
う
、
不

信
感
を
残
さ
ぬ
よ
う
、
合
意

形
成
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

①
対
策
土
の
処
分
工
法
、
富

　

田
地
区
受
入
地
へ
の
搬
入

　

開
始
時
期
、
住
民
説
明
会

　

に
つ
い
て
、
現
時
点
で
の

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま

　

す
。

②
村
独
自
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン

　

グ
調
査
に
つ
い
て
は
、
早

　

急
に
予
算
確
保
を
行
い
、

　

搬
入
前
に
実
施
す
る
必
要

　

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

　

ょ
う
か
？

③
簡
易
水
道
水
、
田
畑
の
用

　

水
へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ

　

て
お
り
ま
す
。
現
状
の
検

　

査
体
制
と
、
対
策
土
受
け

　

入
れ
開
始
後
に
同
様
の
体

　

制
で
果
た
し
て
十
分
な
の

　

か
、
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

④
対
策
土
の
運
搬
中
、
ま
た

　

受
入
地
か
ら
の
飛
散
、
粉

　

塵
対
策
に
つ
い
て
、
具
体

　

的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
が

　

取
ら
れ
る
の
か
、
ご
紹
介

　

く
だ
さ
い
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

ご
質
問
に
関
し
て
、
事
業
主

体
で
あ
る
独
立
行
政
法
人
鉄
道

建
設
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構

（
以
下
「
機
構
」
と
表
現
し
ま

す
。）
か
ら
確
認
で
き
ま
し
た

内
容
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し

ま
す
。

①
富
田
地
区
受
入
地
に
お
け
る

　

対
策
土
の
処
分
工
法
は
、
現

　

地
に
あ
る
赤
井
川
ロ
ー
ム
を

　

使
用
し
て
厚
さ
２
ｍ
の
吸
着

　

層
の
設
置
及
び
原
地
盤
（
赤

　

井
川
ロ
ー
ム
）
の
吸
着
性
能

　

を
活
用
し
て
ヒ
素
等
の
物
質

　

を
吸
着
す
る
工
法
で
す
。

　

沢
部
は
暗
渠
管
を
敷
設
す
る

　

た
め
、
暗
渠
管
の
上
に
厚
さ

　

２
ｍ
の
吸
着
層
を
設
置
し
、

　

盛
土
に
浸
透
し
た
水
の
ヒ
素

　

等
の
濃
度
を
吸
着
層
の
底
面

　

で
地
下
水
環
境
基
準
以
下
と

　

す
る
設
計
で
す
。

　

沢
部
以
外
は
原
地
盤
の
地
表

　

面
か
ら
地
下
水
位
面
の
間
に

　

２
ｍ
以
上
の
赤
井
川
ロ
ー
ム

　

が
確
保
可
能
で
あ
る
た
め
、

　

原
地
盤
の
吸
着
性
能
を
活
用

　

し
、
盛
土
に
浸
透
し
た
水
の

　

ヒ
素
等
の
濃
度
を
地
下
水
位

　

面
で
地
下
水
環
境
基
準
以
下

　

と
す
る
設
計
で
す
。

　

搬
入
開
始
は
令
和
３
年
９
月

　

を
目
指
し
て
受
入
地
の
整
備

　

を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で

　

す
。

　

機
構
で
は
、
二
ツ
森
ト
ン
ネ

　

ル
（
明
治
）
工
区
に
つ
い
て

　

は
、
住
民
説
明
会
に
向
け
て
、

　

現
在
準
備
中
で
あ
る
と
の
こ

　

と
で
す
が
、
村
と
し
ま
し
て

　

は
、
明
治
工
区
の
工
事
説
明

　

会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
住

　

民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
村

　

内
全
世
帯
を
対
象
と
し
た
説

　

明
会
の
開
催
を
考
え
て
お
り

　

ま
す
。

②
富
田
地
区
に
お
け
る
対
策
土

　

の
搬
入
に
併
せ
、
水
質
の
モ

　

ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に

　

よ
り
、
下
流
と
な
る
富
田
川
、

　

赤
井
川
へ
の
影
響
の
有
無
を

　

確
認
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

　

施
す
る
考
え
で
い
ま
す
が
、

　

対
策
土
が
搬
入
さ
れ
る
前
の

　

状
態
の
把
握
に
つ
き
ま
し
て

　

は
、
事
業
主
体
で
あ
る
機
構

　

が
既
に
定
期
的
な
調
査
を
行

　

っ
て
お
り
、
詳
細
な
時
期
は

　

現
時
点
で
未
定
で
す
が
、
機

　

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表

　

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

　

ま
す
。

③
水
道
水
に
お
い
て
は
法
定
検

　

査
、
農
業
用
水
に
つ
い
て
は
、

　

畑
地
か
ん
が
い
用
水
及
び
村

　

内
に
お
け
る
余
市
川
流
域
の

　

最
終
地
点
と
し
て
、
余
市
川

　

と
赤
井
川
の
合
流
点
に
お
け

　

る
水
質
調
査
を
村
と
し
て
既

 議会だより



4� 広報あかいがわ　2021.8.1

　

に
行
っ
て
お
り
、
現
状
把
握

　

は
出
来
て
い
る
状
況
に
あ
り

　

ま
す
。

　

現
時
点
に
お
い
て
は
、
対
策

　

土
受
入
開
始
後
に
お
い
て
も
、

　

現
在
の
検
査
を
継
続
し
、
万

　

が
一
に
も
基
準
値
を
超
え
る

　

不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場
合

　

に
は
、「
対
策
土
の
受
入
に

　

起
因
す
る
不
測
の
事
態
が
発

　

生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
原

　

因
に
つ
い
て
村
と
機
構
が
協

　

議
の
う
え
、
機
構
の
責
に
お

　

い
て
調
査
す
る
こ
と
。
そ
の

　

結
果
、
原
因
が
機
構
の
責
に

　

帰
す
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、

　

機
構
は
必
要
な
措
置
を
講
じ

　

て
そ
の
復
旧
に
努
め
、
村
の

　

確
認
を
受
け
る
。」
と
の
協

　

定
を
締
結
し
て
お
り
ま
す
の

　

で
、
こ
の
協
定
に
基
づ
き
対

　

処
し
て
い
く
考
え
で
お
り
ま

　

す
。

④
運
搬
に
か
か
る
対
策
と
し
て

　

は
、
昨
年
８
月
の
住
民
説
明

　

会
で
説
明
の
あ
っ
た
と
お
り
、

　

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
受
入
地

　

か
ら
出
る
際
に
タ
イ
ヤ
に
付

　

着
し
た
泥
を
落
と
す
た
め
の

　

タ
イ
ヤ
洗
浄
機
の
設
置
、
周

　

辺
道
路
が
汚
れ
た
場
合
に
は

　

適
宜
、
路
面
清
掃
車
等
で
の

　

清
掃
の
実
施
。

　

受
入
地
か
ら
の
対
策
土
の
飛

　

散
・
粉
塵
対
策
と
し
て
は
、

　

状
況
に
応
じ
て
適
宜
、
散
水

　

を
行
う
な
ど
の
対
策
を
行
う

　

と
機
構
か
ら
説
明
を
受
け
て

　

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
富
田
地
区
受
入
地
へ

　

の
本
格
的
な
対
策
土
の
搬
入

　

開
始
に
あ
た
り
、
具
体
的
な

　

対
策
に
つ
い
て
は
検
討
中
で

　

あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

質
問
【
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　
　
　

タ
ー
運
営
委
託
業
務

　
　
　

に
つ
い
て
】

　

平
成
29
年
度
か
ら
現
在
の

受
託
業
者
と
の
随
意
契
約
が

続
い
て
お
り
、
今
年
度
予
算

と
し
て
は
３
，
４
０
２
万
９

千
円
。
９
カ
月
間
だ
っ
た
初

年
度
を
除
い
て
、
昨
年
度
ま

で
毎
年
３
，
６
０
０
万
円
～

４
，
０
０
０
万
円
近
く
が
業

務
委
託
料
と
し
て
支
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

①
随
意
契
約
の
根
拠
と
な
っ

　

た
公
募
の
際
、
受
託
業
者

　

が
提
示
し
た
委
託
料
積
算

　

金
額
は
平
成
29
年
度
２
，

　

７
２
５
万
２
０
０
円
、
平

　

成
30
年
度
２
，
４
２
５
万

　

５
，
２
０
０
円
と
い
う
も

　

の
で
し
た
。

　

平
成
30
年
度
で
み
れ
ば
、
実

　

際
の
委
託
料
は
３
，
９
５
１

　

万
７
，
２
０
０
円
で
し
た
の

　

で
、
１
，
５
０
０
万
円
以
上

　

の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　

業
務
仕
様
書
の
内
容
に
は

　

公
募
時
か
ら
変
化
が
な
い

　

中
、
な
ぜ
委
託
料
が
こ
れ

　

だ
け
膨
れ
上
が
っ
た
の
か
、

　

明
快
な
ご
説
明
を
お
願
い

　

い
た
し
ま
す
。

②
認
知
症
関
連
事
業
の
１
，

　

０
０
０
万
円
程
の
予
算
に

　

対
し
、
例
え
ば
対
象
者
の

　

い
た
平
成
30
年
度
を
み
て

　

も
、
認
知
症
初
期
集
中
支

　

援
チ
ー
ム
参
加
10
回
、
家

　

庭
訪
問
３
回
、
認
知
症
地

　

域
支
援
推
進
員
稼
働
回
数

　

８
回
、
と
い
う
実
績
報
告

　

で
す
。

　

積
算
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、

　

ご
説
明
く
だ
さ
い
。

③
広
域
連
合
で
設
置
さ
れ
る

　

運
営
協
議
会
で
は
、
実
質

　

的
な
検
査
、
審
議
、
評
価

　

を
行
う
こ
と
が
難
し
い
こ

　

と
は
、
以
前
か
ら
指
摘
さ

　

れ
て
い
ま
す
。

　

運
営
協
議
会
の
あ
り
方
に

　

つ
い
て
、
お
考
え
を
伺
い

　

ま
す
。

④
福
祉
、
医
療
、
介
護
分
野

　

に
つ
い
て
村
の
現
状
は
、

　

関
係
機
関
が
機
能
的
に
連

　

携
で
き
て
お
ら
ず
、
バ
ラ

　

バ
ラ
の
印
象
で
あ
る
と
、

　

住
民
の
方
々
か
ら
も
指
摘

　

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

　

テ
ム
実
現
の
ハ
ブ
と
し
て

　

の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

　

ま
す
。　
　
　

　

業
務
委
託
に
こ
れ
だ
け
大

　

き
な
予
算
を
か
け
て
、
今

　

年
度
で
５
年
目
。
そ
の
効

　

用
は
住
民
生
活
に
ど
の
よ

　

う
に
表
れ
て
い
る
の
か
、

　

満
足
の
い
く
内
容
と
な
っ

　

て
い
る
の
か
、
村
長
の
ご

　

認
識
を
伺
い
ま
す
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
委
託
業
務
に
つ
い
て
の
ご
質

問
に
お
答
え
し
ま
す
。

①
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
業

　

務
に
つ
い
て
は
、
当
時
プ
レ

　

ゼ
ン
後
に
議
会
へ
説
明
を
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

　

一
度
、
白
紙
状
態
と
な
り
、

　

予
算
等
を
精
査
し
た
後
に
改

　

め
て
予
算
の
議
決
を
い
た
だ

　

き
ま
し
た
。

　

業
者
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

　

村
の
仕
様
に
対
し
て
一
番
近

　

く
評
価
の
高
か
っ
た
業
者
と

　

再
度
、
協
議
を
行
い
随
意
契

　

約
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ご

　

理
解
を
い
た
だ
い
た
も
の
と

　

考
え
て
い
ま
す
。

　

２
年
目
以
降
の
業
務
内
容
、

　

事
業
量
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

は
、
大
き
な
項
目
と
し
て
包

　

括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　

費
で
人
件
費
・
予
防
リ
ハ
職

　

謝
金
・
消
耗
品
費
・
事
務
所

　

備
品
・
車
両
費
の
増
額
。
介

　

護
予
防
事
業
及
び
在
宅
医
療
、

　

介
護
連
携
推
進
事
業
で
人
件

　

費
の
増
額
。
認
知
症
総
合
支

　

援
事
業
で
人
件
費
・
専
門
職

　

謝
金
が
増
額
と
な
っ
て
お
り

　

ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
諸
経
費
と
消
費

　

税
も
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま

　

す
。

②
認
知
症
関
連
事
業
に
つ
い
て

　

は
、
高
齢
者
等
が
認
知
症
に

　

な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

　

で
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に

　

医
療
、
介
護
、
生
活
支
援
を

　

行
う
サ
ー
ビ
ス
及
び
連
携
し

　

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、

　

認
知
症
の
方
へ
の
効
果
的
な

　

支
援
を
行
う
認
知
症
地
域
推

　

進
委
員
を
配
置
し
、
医
療
と

　

介
護
の
連
携
強
化
や
地
域
に

　

お
け
る
支
援
体
制
の
構
築
を

　

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

　

サ
ポ
ー
ト
医
、
理
学
療
法
士
、

　

社
会
福
祉
士
を
配
置
し
て
認

　

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

を
形
成
し
、
事
業
を
行
う
も

　

の
で
す
。

　

医
師
、
理
学
療
法
士
の
視
点

　

か
ら
、
会
議
に
お
い
て
認
知

　

症
の
方
の
個
々
に
あ
っ
た
支

　

援
内
容
に
つ
い
て
の
助
言
を

　

い
た
だ
き
、
そ
の
方
の
支
援

　

に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

　

て
お
り
、
村
と
し
て
専
門
職

 議会だより
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を
確
保
す
る
た
め
計
上
し
て

　

い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
つ
い
て
は
、

　

予
防
リ
ハ
専
門
職
及
び
マ
ネ

　

ジ
メ
ン
ト
支
援
謝
金
と
し
て
、

　

そ
れ
ぞ
れ
12
回
、
認
知
症
地

　

域
支
援
推
進
員
に
つ
い
て
は

　

人
件
費
１
人
分
で
積
算
を
し

　

て
お
り
ま
す
が
、
認
知
症
地

　

域
支
援
推
進
員
は
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
す
る
他

　

の
業
務
も
担
っ
て
お
り
ま
す

　

こ
と
か
ら
、
稼
働
回
数
実
績

　

の
み
で
の
妥
当
性
の
判
断
は

　

で
き
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

設
計
と
実
績
と
の
差
や
事
業

　

内
容
、
事
業
量
を
検
討
し
な

　

が
ら
、
毎
年
次
年
度
の
設
計

　

の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
ま

　

す
。

③
後
志
広
域
連
合
に
て
設
置
さ

　

れ
て
い
る
運
営
協
議
会
委
員

　

の
方
か
ら
の
、
各
町
村
で
協

　

議
会
を
設
け
る
べ
き
と
の
意

　

見
を
受
け
て
、
後
志
広
域
連

　

合
に
お
い
て
検
討
さ
れ
ま
し

　

た
。

　

そ
の
結
果
、
後
志
広
域
連
合

　

に
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、

　

各
町
村
代
表
の
委
員
が
地
域

　

支
援
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

　

運
営
協
議
会
に
参
加
し
て
説

　

明
い
た
だ
く
事
と
な
っ
て
い

　

ま
す
の
で
、
そ
の
方
針
で
進

　

め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
村
議
会
等
に
お

　

い
て
、
ご
指
摘
が
あ
っ
た
こ

　

と
を
踏
ま
え
、
令
和
２
年
度

　

か
ら
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

　

営
業
務
に
関
わ
ら
ず
、
介
護

　

保
険
課
所
管
委
託
業
務
に
つ

　

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
評
価
を

　

実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

評
価
事
項
に
つ
い
て
は
、
次

　

年
度
以
降
の
運
営
の
あ
り
方
、

　

運
営
費
等
も
見
直
し
す
る
ツ

　

ー
ル
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

　

ま
す
。

　

今
後
も
業
務
評
価
を
し
っ
か

　

り
行
う
と
と
も
に
利
用
者
の

　

意
見
等
を
聞
き
な
が
ら
、
よ

　

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

　

事
業
の
実
施
が
行
え
る
よ
う

　

に
進
め
、
包
括
支
援
セ
ン
タ

　

ー
の
必
要
性
を
村
民
に
ご
理

　

解
い
た
だ
く
よ
う
情
報
発
信

　

に
務
め
て
参
り
ま
す
。

④
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　

に
つ
い
て
は
、
福
祉
の
専
門

　

職
を
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
、

　

村
民
が
必
要
と
し
て
い
る
サ

　

ー
ビ
ス
提
供
に
繋
げ
ら
れ
、

　

利
用
し
て
い
る
村
民
の
方
に

　

は
満
足
し
て
い
た
だ
い
て
い

　

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
民
へ
の
個
別
訪
問

　

を
通
じ
て
、
困
り
ご
と
の
把

　

握
や
安
否
確
認
に
も
繋
が
っ

　

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
年
目
以
降
に
つ
い

　

て
は
、
事
業
内
容
や
事
業
量

　

を
そ
の
都
度
見
直
し
、
予
算

　

提
案
時
に
説
明
を
し
、
議
員

　

の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ

　

き
、
全
員
の
賛
成
を
い
た
だ

　

い
て
契
約
を
し
、
毎
年
決
算

　

報
告
も
行
い
、
そ
こ
で
も
議

　

員
全
員
の
賛
成
を
い
た
だ
い

　

て
承
認
し
て
い
た
だ
い
て
い

　

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
毎
年
度
、
実
績
を
踏

　

ま
え
て
、
妥
当
性
を
検
証
し

　

業
務
内
容
、
業
務
量
の
見
直

　

し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
包

　

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
対
象
村

　

民
の
安
心
で
き
る
相
談
場
所

　

と
な
る
よ
う
取
り
組
み
を
推

　

進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

　

す
。

◆
本
会
議
な
ど
の
傍
聴
は
、
ど

な
た
で
も
で
き
ま
す
。
手
続
き

は
、
当
日
受
付
簿
に
氏
名
を
記

入
す
る
だ
け
と
簡
単
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。
ま

た
、
議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見

・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
議
会
運
営
委
員
会
）

 議会だより

　

毎
年
お
盆
の
時
期
に
な
る
と
、

た
く
さ
ん
の
方
が
お
墓
参
り
に

訪
れ
て
い
ま
す
が
、
村
で
は
お

墓
参
り
の
マ
ナ
ー
と
し
て
、
お

供
物
の
お
持
ち
帰
り
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

お
供
え
物
は
、
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
お
く
と
ス
ズ
メ
バ
チ
を

誘
引
し
た
り
、
カ
ラ
ス
・
ク

マ
・
キ
ツ
ネ
等
の
野
生
動
物
が

散
ら
か
す
原
因
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
墓
参
り
を
し
た
後
の
お

供
物
等
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
ト
イ
レ
の
ご
案
内

◆
赤
井
川
墓
地
に
お
参
り
の
方

　

赤
井
川
火
葬
場
ト
イ
レ

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時  

　

ま
で

◆
都
墓
地
に
お
参
り
の
方

　

道
の
駅
あ
か
い
が
わ

　

24
時
間
使
用
可
能

　

わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島

及
び
択
捉
島
か
ら
な
る
北
方
四

島
の
早
期
返
還
は
、
国
民
の
長

年
の
悲
願
で
す
。
返
還
運
動
も

す
で
に
半
世
紀
を
経
過
し
、
一

日
も
早
い
領
土
問
題
の
解
決
に

向
け
た
日
露
両
国
間
の
外
交
交

渉
の
進
展
に
強
い
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
、
８
月
１
日
か

ら
８
月
31
日
ま
で
を
「
北
方
領

土
返
還
要
求
運
動
強
調
月
間
」

と
定
め
、
領
土
返
還
要
求
運

動
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
り
、

各
種
の
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま

す
の
で
、
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
課
総
務
係

　

℡
３
４

－

６
２
１
１

　

私
た
ち
が
「
北
方
領
土
」
と

呼
ぶ
の
は
、
歯
舞
群
島
（
多
楽

島
、
志
発
島
、
勇
留
島
、
秋
勇

留
島
、水
晶
島
、貝
殻
島
な
ど
）・

色
丹
島
・
国
後
島
・
択
捉
島
の

四
島
で
す
。

８
月
は
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
強
化
月
間
で
す

お
盆
の
お
墓
参
り
の
マ
ナ
ー
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　赤井川村体育館にて今年は「ミニ」運動会と題しての開催ですが、短い時間の中にも見所満載の競技が盛りだ
くさんでした。
　村長のお話に元気いっぱいのお返事をし、気合い十分の選手宣誓に始まり、みんなが主役のかけっこやリレー、
障害物競走はひとりひとりの得意なことが見え、「紅蓮華」の踊りは総練習よりずっとバッチリ決まっていました！
　保護者の方の応援も、子ども達のパワーの源。いつも以上に頑張る姿をご覧いただけたのではないでしょうか。

赤井川へき地保育所ミニ運動会
2021.6.26　村体育館

北央道路工業(株)へ感謝状贈呈
2021.6.25　赤井川村役場

　６月25日（金）、北央道路工業（株）による地域貢献活動へ感謝
状を贈呈いたしました。
　北央道路工業（株）は、赤井川へき地保育所駐車場区画整備及
び敷地内清掃、また、冷水トンネル周辺の清掃や交通安全の啓発
活動を行っていただき、馬場村長より感謝状を贈呈いたしました。
　北央道路工業（株）の皆さま、ありがとうございました。

第71回「社会を明るくする運動」
2021.7.1　赤井川村役場

　「社会を明るくする運動」は７月を強調月間として、毎年全国で様々
な運動が展開されています。
　北後志でも余市地区保護司会が中心となり、例年は車両パレー
ドで各町村を廻りメッセージの伝達、街頭啓発運動等を行ってい
ます。
　昨年と今年は新型コロナウイルスの影響で、各種行事を実施で
きていない状況ですが、７月１日（木）余市地区保護司会の役員の
方々が村長室を訪れ、内閣総理大臣メッセージを伝達しました。
　保護司の方々には、各種啓発活動と併せて地域の青少年の非行
防止と更生の援助を行っていただいています。
　犯罪や非行のない安全で明るい地域社会の実現に向け、地域で
も協力しあいましょう。
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　いよいよ住民健診と秋のがん検診の時期が近づ
いてまいりました。今年度から変更された点がい
くつかありますので、広報やご自宅に届く案内を
ご確認ください。
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健康支援センターだより

各健診の申込み方法及び受診方法のお知らせ
10月19日（火）から10月21日（木）の各健診の申込み方法及び受診方法をお知らせします。 

１　各健診の申込みから受診まで
　基本健康診査（国保健康診査・国保特定健康診査・特定健康診査・高齢者健康診査・福祉健康診査）
　がん検診（胃がん・大腸がん・肺がん・前立腺がん）、肝炎検査、ヘリコバクター・ピロリ抗体検査・成人
風しん抗体検査
※前立腺がん検診への助成はありません。
※各健診対象者詳細については、7月号広報をご覧ください。

８月中旬に、対象者の世帯主に住民健診等申込書を郵送します。➡

住民健診等を希望される方は、申込書、保険証、受診券が交付されている方（社会保険の被扶養者）は受
診券を持参し、健康支援センターに提出してください。申込み期限は、発送から２週間程度を予定してい
ます。健診を希望しない場合は、提出不要です。
また、原則、申込順に受付していきますので、希望日時に受診できない場合があります。ご了承ください。➡

申込書を提出された方に問診票や、大腸がん容器等を送付します。
発送時期は、９月下旬を予定しています。➡

健診当日、①問診票・②保険証・③住民健診等確認票・④受診券が交付されている方は受診券を持参し、
健診を受けてください。

２　各健康診査の料金（受診者一部負担金）
◇基本健康診査（一般健康診査・国保健康診査・国保特定健康診査・高齢者健康診査）

※特定健康診査の基本健康診査料金は加入している保険者ごとに異なりますので、医療保険者等にお問い合わせください。

20歳～64歳 900円 負担なし
65歳以上 負担なし 負担なし

◇がん検診　

肺がん検診 200円 負担なし
胃がん検診 800円 負担なし
大腸がん検診 100円 負担なし —
喀痰検査※ 300円 負担なし —

50歳以下700円
50歳以上600円

子宮がん検診 600円 負担なし 85人
50歳以上 前立腺がん検診 2,100円 2,100円 —

胃がん検診 負担なし 負担なし
肺がん検診 負担なし 負担なし
大腸がん検診 負担なし 負担なし —
喀痰検査※ 負担なし 負担なし —
乳がん検診 負担なし 負担なし 50人
子宮がん検診 負担なし 負担なし 85人

　20歳～64歳

※喀痰検査は、当日の問診で受付ます。

　65歳以上

　　区分 課税世帯 非課税世帯

　  区分　　　　　　課税世帯　  非課税世帯　 上限人数

人数上限

210人

162人

162人

　人数上限は年齢ごとの上限ではなく各
健診の上限です。
　上限人数に達しますとお申込みいただ
けないため、希望する方はお早めにお申
し込みください。

　乳がん超音波検査及び子宮がん超音波
検査は、年齢・課税状況に関わらず自己
負担料金がかかります。
〇乳がん超音波検査　自己負担 5,360円
〇子宮がん超音波検査　自己負担 1,050円

乳がん検診 負担なし 50人
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◇肝炎検査

◇ヘリコバクター・ピロリ抗体検査

◇成人風しん抗体検査

40歳以上の方
及び41歳以上
の未受診の方

負担なし 負担なし

上記の方以外 同上 2,580円 2,580円

　肝炎検査
（Ｂ型、Ｃ型）

　　区分 課税世帯 非課税世帯

　　区分 課税世帯 非課税世帯

20歳以上の方 ﾍﾘｺﾊﾞｸﾀｰ・
ﾋﾟﾛﾘ抗体検査 300円 負担なし

昭和37年4月2日
～昭和54年4月1日
生れの男性

成人風しん
抗体検査 負担なし 負担なし

課税世帯 非課税世帯　　区分

３　送迎
　10月21日（木）は無料送迎を実施し、健診を受診できるように時間設定をしております。
　送迎利用の申し込みについては、住民健診等申込書に記載欄がありますのでご確認ください。
　送迎を利用した場合、健診受診時間は９時30分受付のみとなりますのでご了承ください。
　住民健診等について不明な点がありましたら保健福祉課保健福祉係（Tel３５－２０５０）までお問い合わ
せください。

健康支援センターだより

　

様
々
な
こ
と
で
お
悩
み
の

方
の
相
談
を
専
門
員
が
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
対
応
し
ま
す
。

〇
借
金
の
事

〇
消
費
ト
ラ
ブ
ル

〇
仕
事
の
事

〇
こ
こ
ろ
の
相
談

〇
子
育
て
や
学
校
の
事

〇
介
護
の
事

〇
病
気
や
障
が
い
の
事

〇
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い

　

か
分
か
ら
な
い  　
　

な
ど

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

９
月
９
日（
木
）

　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所

　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
悠
楽
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
О
法
人
し
り
べ
し
圏

　

域
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
８

－

５
９
０
０

　

巡
回
児
童
相
談
で
は
、
18
歳

未
満
の
お
子
様
の
発
達
に
関
す

る
お
悩
み
に
つ
い
て
親
子
で

ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。
ご

相
談
ま
で
は
村
の
保
健
師
が

サ
ポ
ー
ト
し
、
当
日
は
児
童
福

祉
司
と
心
理
判
定
員
が
対
応
い

た
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
10
月
分
は
下
記
の

日
程
で
開
催
予
定
で
す
。

■
日
時

　

10
月
20
日（
水
）

※
住
民
健
診
と
同
日
と
な
り

　

ま
す
が
時
間
の
調
整
が
可

　

能
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

関
係
町
村
（
余
市
町
、
赤
井

川
村
）
の
相
談
希
望
状
況
に
よ

り
、
開
催
会
場
な
ら
び
に
相
談

時
間
等
を
調
整
し
ま
す
の
で
、

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
９

月
13
日
（
月
）
ま
で
に
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

mailfukushi1@
akaigaw

a.com

■
日
時

　

８
月
18
日
（
水
）

　

午
後
1
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談
会

※肝炎検査、ヘリコバクター・ピロリ抗
　体検査、成人風しん抗体検査について
　ては、上限人数はありません。

令
和
３
年
10
月
分
巡
回
児

童
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設
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そ
ん
な
時
の
た
め
に
心
肺
蘇

生
法
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

消
防
署
で
は
、
心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
使
い
方
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
た
め
、
村
民
や
事
業

所
、
各
団
体
を
対
象
と
し
た
応

急
手
当
講
習
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

家
族
・
友
人
・
職
場
の
方
を

お
誘
い
の
上
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
講
習
日
時

　

９
月
９
日
（
木
）

　

午
後
６
時
～
午
後
７
時
30
分

■
講
習
時
間

　

90
分

■
講
習
内
容

　

救
命
入
門
コ
ー
ス

〇
応
急
手
当
の
重
要
性
、
成
人

　

の
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

　

使
用
方
法

※
参
加
証
の
発
行
が
あ
り
ま
す
。

■
開
催
場
所

　

赤
井
川
消
防
署
２
階　

大
会

　

議
室

■
受
付

　

９
月
２
日
（
木
）
ま
で

■
定
員

　

最
大
10
名

■
受
講
料

　

無
料

■
服
装

　

実
技
が
主
体
で
す
の
で
、
動

　

き
や
す
い
服
装
を
お
勧
め
し

　

ま
す
。

余市警察署赤井川駐在所　　℡ 34-6110
北後志消防組合赤井川支署　℡ 34-6033

　

６
月
15
日
（
火
）
に
赤
井
川

小
学
校
で
避
難
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

１
階
調
理
室
か
ら
出
火
し

た
こ
と
を
想
定
し
て
行
い
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
真
剣
に

取
り
組
み
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
で

き
て
い
ま
し
た
。
避
難
後
に

訓
練
用
の
水
消
火
器
を
使
用
し
、

６
年
生
が
消
火
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

　

あ
な
た
は
、
緊
急
事
態
へ
の

備
え
が
出
来
て
い
ま
す
か
？

　

も
し
、
あ
な
た
の
家
族
や
友

人
が
、
倒
れ
て
し
ま
っ
た
ら
！

■
申
し
込
み

　

赤
井
川
消
防
署
救
急
係

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
・
持
参

　

・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提

　

出
願
い
ま
す
。

※
希
望
で
あ
れ
ば
、
メ
ー
ル
に

　

て
申
込
書
の
様
式
を
お
送
り

　

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

※
救
急
係
が
不
在
の
場
合
は
、

　

お
名
前
と
電
話
番
号
を
お
伺

　

い
し
、
後
日
消
防
署
か
ら
ご

　

連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
受
講
者
の
皆
さ
ま
へ
お
願
い

〇
発
熱
や
体
調
不
良
の
場
合
は

　

受
講
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

〇
受
講
の
際
は
マ
ス
ク
を
着
用

　

し
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
手
洗
い
、
う
が
い
、
咳
エ
チ

　

ケ
ッ
ト
、
手
指
消
毒
に
ご
協

　

力
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
拡
大
し
、
北
海
道
の
警
戒

ス
テ
ー
ジ
３
以
上
の
場
合
は
、

皆
様
の
健
康
・
安
全
を
最
優
先

に
考
慮
し
、
講
習
の
受
付
及
び

受
付
後
の
講
習
と
も
に
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
後
志
消
防
組
合
赤
井
川
消

　

防
署
救
急
係

　

℡
３
４

－

６
０
３
３

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
の
た
め
、
受
講
制
限

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　
８
月
12
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分

　
８
月
26
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

８
月
18
日
（
水
）
午
後
１
時

■
違
反
運
転
者
当
講
習（
２
時
間
）

　

８
月
12
日
（
木
）
午
後
１
時

　

８
月
26
日
（
木
）
午
後
１
時

■
初
回
講
習
（
２
時
間
）

　
８
月
18
日
（
水
）
午
後
２
時
30
分

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

　

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

　

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※
「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

　

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

　

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

　

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

　

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

　

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

　

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

　

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

運
転
免
許
更
新
時
講
習

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

救
命
講
習
の

開
催
に
つ
い
て
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８
３
，
４
２
４
㎢　

ケ
タ
違
い

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
守
る

■
採
用
予
定

　

２
２
０
名
程
度

■
受
験
資
格

　

平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成

　

16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
方

■
受
付
期
間

　
７
月
１
日（
木
）～
８
月
20
日（
金
）

　

午
後
５
時
30
分
ま
で

■
第
１
次
試
験

　

９
月
19
日
（
日
）

■
第
２
時
試
験

　

10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬

○
警
察
官
の
業
務
は
、
交
番
勤

　

務
や
犯
罪
捜
査
、
防
犯
活
動
、

　

交
通
取
締
、
災
害
救
助
な
ど

　

多
岐
に
渡
り
、
自
分
の
興
味
、

　

個
性
、
特
技
を
生
か
せ
る
幅

　

広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
ま

　

す
。 

○
悪
は
許
せ
な
い
、
や
り
が
い

　

を
持
っ
て
仕
事
が
し
た
い
、

　

北
海
道
で
働
き
た
い
、
そ
ん

　

な
熱
い
思
い
を
も
っ
て
い
る

　

あ
な
た
が
、
北
海
道
警
察
を

　

受
験
し
な
い
理
由
は
あ
り
ま

　

せ
ん
！

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
余
市
警
察
署

　

℡
２
２

－

０
１
１
０

〇
北
海
道
警
察
採
用
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
１
２
０

－

８
６
０

－

３
１
４

夏
の
海　

少
し
の
油
断
が

　

事
故
の
も
と

　

遊
泳
禁
止
区
域
に
は
、
離
岸

流
や
急
な
深
み
な
ど
が
あ
り
多

く
の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

波
の
力
で
倒
れ
、
沖
に
流
さ

れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、

保
護
者
の
方
は
、
水
辺
で
遊
ぶ

子
供
か
ら
目
を
離
さ
ず
、
近
く

に
い
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

体
調
不
良
時
や
お
酒
を
飲
ん

だ
後
は
、
呼
吸
が
乱
れ
や
す
く

溺
れ
る
危
険
が
あ
る
の
で
泳
が

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

釣
り
を
す
る
時
は
、
必
ず
救

命
胴
衣
を
着
用
し
、
高
波
時
の

防
波
堤
や
滑
り
や
す
い
岩
場
、

流
れ
が
速
い
岸
辺
な
ど
に
は
近

づ
か
ず
、
安
全
な
場
所
で
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
は
遊
泳
区

域
に
入
ら
ず
、
必
ず
救
命
胴
衣

を
装
着
し
て
安
全
航
行
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

北
海
道
警
察
官
募
集
中

余
市
警
察
署
だ
よ
り

水
難
の
防
止

交
通
安
全
啓
発
活
動

　

７
月
３
日
（
土
）、
道
の
駅

あ
か
い
が
わ
に
て
、
余
市
警
察

署
・
余
市
地
域
交
通
安
全
推
進

委
員
・
赤
井
川
村
・
赤
井
川
村

交
通
安
全
協
会
の
合
同
で
交
通

安
全
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
活
動
は
、
３
件
の
バ
イ

ク
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
受

け
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に

交
通
安
全
の
啓
発
グ
ッ
ズ
が
配

布
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、７
月
14
日
（
水
）
に
は
、

７
月
13
日
～
22
日
に
実
施
さ
れ

た
「
夏
の
交
通
安
全
運
動
」
の

一
環
と
し
て
、
余
市
警
察
署
・

赤
井
川
村
・
赤
井
川
村
交
通
安

全
協
会
の
合
同
で
道
の
駅
あ
か

い
が
わ
に
て
街
頭
啓
発
が
行
わ

　

赤
井
川
村
畜
犬
取
締
及
び
野

犬
掃
と
う
条
例
で
は
、
犬
の
け

い
留
が
義
務
付
け
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

犬
の
放
し
飼
い
・
犬
を
一
時

的
に
放
す
な
ど
の
行
為
は
、
人

に
危
害
を
加
え
た
り
、
交
通
事

故
に
遭
っ
た
り
す
る
危
険
が

高
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
飼
い
主
の
目
の
届
か

な
い
と
こ
ろ
で
誤
食
や
、
エ

キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
感
染
の
原
因
と

な
る
拾
い
食
い
を
す
る
な
ど

の
危
険
も
あ
り
ま
す
。

　

散
歩
の
時
は
必
ず
リ
ー
ド
を

つ
け
て
犬
を
制
御
で
き
る
方

が
散
歩
を
さ
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

ど
ん
な
に
小
さ
い
犬
で
も
、

ど
ん
な
に
お
と
な
し
い
犬
で

も
、
犬
が
苦
手
な
人
に
と
っ
て

は
恐
怖
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
も
地
域
社
会
の
一
員

で
す
。
マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守

り
、
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
ペ

ッ
ト
を
目
指
し
、
地
域
社
会
の

調
和
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

犬
の
放
し
飼
い
は

や
め
ま
し
ょ
う

れ
ま
し
た
。

　　

夏
は
行
楽
や
帰
省
で
移
動
す

る
機
会
も
増
え
る
季
節
で
す
。

　

ま
た
、
冬
期
間
と
は
違
い
、

路
面
も
出
て
い
る
の
で
、
つ
い

つ
い
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
て

は
い
ま
せ
ん
か
？

　

長
距
離
を
運
転
し
て
疲
れ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

日
頃
か
ら
、
安
全
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
！
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ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

第
25
回
赤
井
川
村
議
会
議
長
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

と
　
き　

６
月
12
日

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成
　
績

▽
優
勝　

白
石　

五
美

　
　
　
　
ス
コ
ア
115
ハ
ン
デ
６
計
121

▽
２
位　

坂
本　

恭
文

　
　
　
　
ス
コ
ア
111
ハ
ン
デ
11
計
122

▽
３
位　

湯
澤　

幸
敏

　
　
　
　
ス
コ
ア
122
ハ
ン
デ
２
計
124

▽
４
位　

阿
部　

政
範

　
　
　
　
ス
コ
ア
121
ハ
ン
デ
４
計
125

▽
５
位　

前
田　

邦
之

　
　
　
　
ス
コ
ア
126
ハ
ン
デ
０
計
126

後
志
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

と
　
き　

６
月
23
日

と
こ
ろ　

倶
知
安
総
合
体
育
館

成
　
績

【
男
子
ダ
ブ
ル
ス
】

▽
ベ
ス
ト
８　

長
井
・
木
村
組

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
】

▽
ベ
ス
ト
８　

水
澤
・
木
田
組

後
志
中
学
校
卓
球
大
会

と
　
き　

６
月
23
日

と
こ
ろ　

泊
中
学
校
体
育
館

各
種
大
会
の
結
果

成
　
績

【
男
子
個
人
】

▽
２
位　

栗
谷　
　

絆

【
女
子
個
人
】

▽
ベ
ス
ト
16　

永
沼　

暦
美

第
25
回
赤
井
川
村
商
工
会
長
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

と
　
き　

６
月
26
日

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成
　
績

▽
優
勝　

工
藤　

二
三
男

　
　
　
　
ス
コ
ア
108
ハ
ン
デ
３
計
111

▽
２
位　

坂
本　

恭
文

　
　
　
　
ス
コ
ア
105
ハ
ン
デ
12
計
117

▽
３
位　

富
樫　
　

護

　
　
　
　
ス
コ
ア
108
ハ
ン
デ
10
計
118

▽
４
位　

湯
澤　

幸
敏

　
　
　
　
ス
コ
ア
116
ハ
ン
デ
２
計
118

▽
５
位　

阿
部　

政
範

　
　
　
　
ス
コ
ア
115
ハ
ン
デ
４
計
119

後
志
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

と
　
き　

６
月
27
日

と
こ
ろ　

小
樽
手
宮
公
園
陸
上

　
　
　
　

競
技
場

成
　
績

【
砲
丸
投
】

▽
優
勝　

森　
　

心
音

【
男
子
４
０
０
ｍ
走
】

▽
優
勝　

長
谷
川
岳
流

【
女
子
１
０
０
ｍ
走
】

▽
優
勝　

矢
野　

花
恋

【
女
子
走
幅
跳
】

▽
優
勝　

矢
野　

花
恋

中
体
連
卓
球
大
会
小
樽
・
後
志

代
表
決
定
戦

と
　
き　

７
月
３
日

と
こ
ろ　

長
橋
中
学
校
体
育
館

成
　
績　

【
男
子
個
人
】

▽
２
位　

栗
谷　
　

絆

後
志
中
学
校
柔
道
大
会

と
　
き　

７
月
４
日

と
こ
ろ　

島
牧
村
若
者
総
合
ス

　
　
　
　

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

成
　
績

【
男
子
個
人
】

▽
３
位　

中
村　
　

仁

▽
３
位　

福
島　
　

敬

【
女
子
個
人
】

▽
優
勝　

小
山　

栞
和

成人風疹抗体検査を受けましょう
　昭和37年４月２日から昭和54年４月１日の間に生まれた男性の方は、風疹の定期予防接種の対象者
として追加されました（平成31年２月予防接種法施行令改正）。
　まずは、ご自身が風疹の抗体を持っているかどうかの検査が必要です。
　令和４年２月28日までの間に限り対象者の方へは、無料で検査と予防接種が受けられるクーポン券
を発行しており、全国の医療機関で受検いただけます。（職場の健診で受検可能かについては勤務先に
ご確認ください。）令和2年度に発行したクーポン券の有効期限は令和３年３月31日と記載しています
が、有効期限が延長され令和４年２月28日まで使用可能です。
　紛失された方は再発行が可能です。また、他市町村から転入された方はお持ちのクーポン券は使用
できません。改めて発行しますので、下記までご連絡ください。
　　　お問い合わせ：健康支援センター内　保健福祉課保健福祉係　℡３５－２０５０

ヒ
グ
マ
に
餌
を
与
え

な
い
で
く
だ
さ
い

　

北
海
道
で
は
、
人
の
生
命
又

は
身
体
に
直
接
被
害
を
与
え
る

危
険
性
の
高
い
ヒ
グ
マ
を
作
り

出
し
、
人
と
ヒ
グ
マ
と
の
共
存

を
困
難
に
し
、
道
内
の
生
物
の

多
様
性
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ

す
行
為
と
し
て
、
北
海
道
生
物

の
多
様
性
の
保
全
に
関
す
る
条

例
で
ヒ
グ
マ
に
餌
を
与
え
る
こ

と
を
禁
止
し
て
お
り
ま
す
。

 

違
反
す
る
と
、
行
為
の
中
止

等
の
勧
告
や
氏
名
等
の
公
表
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
北
海
道
環
境
生
活
部
環
境
局

　

生
物
多
様
性
保
全
課
動
物
管

　

理
グ
ル
ー
プ

　

℡
０
１
１

－

２
０
４

－

５
２
０
５

〇
各
総
合
振
興
局
・
振
興
局
保

　

健
環
境
部
環
境
生
活
課
自
然

　

環
境
係
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イ
．
主
た
る
生
計
維
持
者
の
令

　

和
２
年
中
の
合
計
所
得
金
額

　

が
一
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ

　

と
ウ
．
主
た
る
生
計
維
持
者
の
令

　

和
２
年
中
の
合
計
所
得
金
額

　

の
う
ち
、
事
業
収
入
等
に
係

　

る
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計

　

額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ

　

る
こ
と

　

制
度
の
詳
細
や
申
請
書
（
記

入
方
法
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
役
場
総
務
課
税
務
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

感
染
予
防
継
続
持
続
化
給
付
金

の
申
請
は
も
う
お
済
み
で
す
か
？

　

支
援
給
付
金
（
1
人
あ
た
り

１
万
円
）
の
申
請
書
の
発
送
は

完
了
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
期
限
は
、
８
月
31
日

（
火
）
で
す
。
申
請
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
送
付
し
て
お
り

ま
す
記
入
例
な
ど
を
参
考
に
、

申
請
書
を
記
入
の
上
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
に
て
お
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
場

合
や
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
役
場
総
務
課
住
民
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

感
染
予
防
継
続
持
続
化

支
援
給
付
金
に
つ
い
て

INFORMATION

INFORMATIONお知らせ
伝言板

国 民 健 康 保 険 税 に 関 す る お 知 ら せ
◆令和３年度国民健康保険税額

基礎分（医療分）
【限度額　63万円】

所得割額

資産割額
均等割額

平等割額

（加入者の前年中の総所得金額等－基礎控除43万円）×6.2%

（加入者の当該年度分の土地及び家屋に係る固定資産額）×60.0%
加入者数×19,000円
1世帯あたり　30,000円

後期高齢者支援金分
【限度額　19万円】

所得割額
資産割額

均等割額
平等割額

（加入者の前年中の総所得金額等－基礎控除43万円）×1.8%

（加入者の当該年度分の土地及び家屋に係る固定資産額）×10.0%
加入者数×6,000円
1世帯あたり　7,000円

介護分
【限度額　17万円】

所得割額
資産割額

均等割額
平等割額

（介護保険2号被保険者の前年中の総所得金額等－基礎控除43万円）×1.7%
（介護保険2号被保険者の当該年度分の土地及び家屋に係る固定資産額）×10.0%
介護保険2号被保険者数（40才から65才未満の方）×6,000円
1世帯あたり　7,000円

　

主
た
る
生
計
維
持
者
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を

負
っ
た
世
帯
、
ま
た
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
が

減
少
す
る
見
込
み
の
世
帯
を
対

象
に
、
申
請
に
よ
り
令
和
３
年

度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
世
帯

　

次
の
①
を
満
た
す
世
帯
は
全

　

額
免
除
し
ま
す
。
ま
た
②
の

　

ア
～
ウ
の
い
ず
れ
も
満
た
す

　

世
帯
は
、
令
和
２
年
中
の
主

　

た
る
生
計
維
持
者
の
合
計
所

　

得
金
額
に
応
じ
て
減
免
し
ま

　

す
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
に
感
染
し
た
こ
と
に
よ
り
、

　

主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡

　

又
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た

　

場
合

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
の
影
響
に
よ
り
、
主
た
る

　

生
計
維
持
者
の
収
入
が
減
少

　

す
る
見
込
み
の
世
帯
で
、
次

　

の
３
要
件
全
て
に
該
当
す
る

　

場
合

ア
．
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事

　

業
収
入
等
の
減
少
額
が
、
令

　

和
２
年
中
の
事
業
収
入
等
額

　

と
比
較
し
て
30
％
以
上
あ
る

　

こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て
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国
民
年
金
を
口
座
振
替
で
納

付
す
る
と
、
納
め
忘
れ
の
心
配
が

な
く
、
納
付
す
る
手
間
が
省
け
便

利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
現
金
で

納
付
す
る
よ
り
も
お
得
な
「
早
割

制
度
」
や
「
前
納
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

■
口
座
振
替
の
申
込
方
法

◇
口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
・
押
印（
お
届
け
印
）

　

し
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
金
融

　

機
関
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

◇
口
座
振
替
申
出
書
は
、
各
金
融

　

機
関
、
年
金
事
務
所
の
窓
口
備

　

え
付
け
の
ほ
か
、
日
本
年
金
機

　

構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
す

　

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
注
意
事
項

◇
月
末
が
休
日
の
場
合
は
、
翌
営

　

業
日
が
引
落
日
と
な
り
ま
す
。

◇
原
則
と
し
て
、
初
め
て
「
２
年

　

前
納
」「
１
年
前
納
」、「
６
ヶ

　

月
前
納
」、「
早
割
」
を
申
し
込

　

み
さ
れ
た
場
合
、
振
替
日
に
前

　

月
分
と
合
わ
せ
て
引
落
し
さ
せ

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
お
申
し
込
み
時
期
に
よ
っ
て
は
、

　

各
制
度
を
ご
利
用
で
き
な
い
場
合
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は

　

小
樽
年
金
事
務
所
（
℡
０
１
３
４

　

－

２
３

－

４
２
３
６
）
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
便
利
で
お
得
で
す

◆現金納付と口座振替の割引制度を利用した場合の保険料納付額の比較

１ケ月分

６ケ月分

１年度分

２年度分

毎月納付の
納付額

現金（納付書）
前納の納付額

口座振替による納付額

早割 前納

16,610円    
16,560円    

50円おトク    

99,660円
98,850円    

810円おトク    

98,530円    

1,130円おトク    

199,320円
195,780円    

3,540円おトク    

195,140円    

4,180円おトク    

398,400円
383,810円    

14,590円おトク    

382,550円    

15,850円おトク    

※前月納付の納付額は、納付書による毎月納付及び翌月末振替の口座振替の額となります。
※保険料額は、令和３年度額です。（２年度分のみ令和４年度保険料16,590円×12ヶ月を含みます。）
※「早割（当月分保険料を当月末に引落し）」は、月々50円づつ（年間で50円×12ヶ月＝600円）割引となります。

村
税
等
の
納
税
通
知

書
を
発
布
し
ま
し
た

～
納
税
は
お
早
め
に
～

　

村
で
は
８
月
１
日
に
村
税
等

の
納
税
通
知
書
を
発
布
し
ま
し

た
。

　

各
税
目
の
納
入
期
限
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。
忘
れ
ず
に
納

付
し
ま
し
ょ
う
。
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
総
務
課
税
務

係
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い

左
記
の
と
お
り
、

第
１
期
の
集
合
徴
収
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

８
月
31
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
３
時

◆
対
象
地
区

　

都
・
曲
川
・
明
治
・
落
合
・

　

常
盤
地
区

◆
場
所　

都
住
民
セ
ン
タ
ー

※
対
象
地
区
以
外
の
方
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

※
税
以
外
の
公
共
料
金
も
納
付

　

で
き
ま
す
。

　

集
合
徴
収
を
ご
利
用
予
定
の

方
で
開
場
時
間
中
に
来
場
が
困

難
な
場
合
は
、
当
日
午
前
10
時

ま
で
に
役
場
総
務
課
税
務
係
ま

で
ご
連
絡
頂
け
ま
し
た
ら
、
開

場
時
間
外
で
の
戸
別
訪
問
に
よ

り
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

村
税
等
の
集
合
徴
収

の
お
知
ら
せ

納　期 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期

8月31日 9月30日 11月1日 11月30日 12月27日

村民税道民税 〇 〇 〇 〇
固 定 資 産 税 〇 〇 〇 〇

軽 自 動 車 税 〇

国民健康保険税 〇 〇 〇 〇 〇
※特別徴収対象者を除く。

納期限
税目
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12
．
５
万
円
（
試
算
）
と
な
り
、

国
民
年
金
約
13
万
円
と
併
せ
て

約
25
．
５
万
円
と
、
生
活
に
必

要
な
現
金
支
出
を
ま
か
な
え
る

水
準
と
な
り
ま
す
。
40
歳
、
50

歳
か
ら
の
加
入
で
も
保
険
料
の

設
定
に
よ
っ
て
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
並
み
の
年
金
が
期
待
で
き
ま

す
。　

■
農
業
者
年
金
の
特
徴

１
．
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方

　

は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
！

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
（
国
民
年
金
保
険

料
納
付
免
除
者
を
除
く
）
で
あ

っ
て
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
さ
れ
て
い
る
方
は
誰
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
配
偶
者
や
後
継

者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者
の
方

も
加
入
で
き
ま
す
。

２
．
保
険
料
は
自
分
で
選
べ
、
い

　

つ
で
も
見
直
し
で
き
ま
す
！

　

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額

の
目
標
に
向
け
て
、
保
険
料
を

自
由
に
決
め
ら
れ
（
月
額
２
万

～
６
万
７
千
円
の
間
で
千
円
単

位
）、
経
営
の
状
況
や
老
後
設

計
に
応
じ
て
い
つ
で
も
見
直
せ

ま
す
。

３
．
税
制
面
で
大
き
な
優
遇
措

　

置
が
あ
り
ま
す
！

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
が
節

税
に
な
り
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
基
金
が
保
険
料

を
運
用
し
て
得
ら
れ
る
収
益

（
保
険
料
の
運
用
益
）
は
非
課

農
業
委
員
会
だ
よ
り

◆
開
催
月
日
／
６
月
28
日

◆
会
議
案
件

◇
農
地
所
有
適
格
化
法
人
の
定

　

期
報
告
に
つ
い
て
（
追
加
報

　

告
）

◇
賃
貸
借
契
約
等
の
解
除
に
つ

　

い
て

◇
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決

　

定
に
つ
い
て

　

所
有
権
移
転　
　
　
　

１
件

　

使
用
貸
借　
　
　
　
　

１
件

◇
赤
井
川
村
農
業
振
興
地
域
整

　

備
計
画
の
変
更
協
議
に
つ
い

　

て
◇
農
業
者
年
金
で
し
っ
か
り
積

　

立
て
、
が
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト

　

安
心
で
豊
か
な
老
後
を

■
上
乗
せ
年
金
に
は
農
業
者
年

　

金
が
最
適
で
す
！

　

老
後
の
家
計
費
の
不
足
を
解

消
す
る
た
め
に
、
国
民
年
金
の

上
乗
せ
年
金
と
し
て
、
農
業
者

だ
け
が
加
入
で
き
る
農
業
者
年

金
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
40
年
間
の

保
険
料
が
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
月

２
万
円
の
場
合
（
試
算
）、
夫

婦
２
人
で
農
業
者
年
金
が
月
額

お

知

ら

せ

農
業
委
員
会
総
会 

第
13
回

税
で
す
。

　

将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金

に
は
、
公
的
年
金
等
控
除
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　
（
65
歳
以
上
の
方
は
公
的
年

金
等
の
合
計
額
が
１
２
０
万
円

ま
で
の
場
合
は
、
全
額
控
除
で

き
ま
す
。）　

４
．
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年  

　

金
！
年
金
資
産
は
安
全
性
を
重

　

視
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
！

　

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と

そ
の
運
用
益
（
付
利
）
に
よ
り

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決
ま

る「
積
立
方
式（
確
定
拠
出
型
）」

の
年
金
で
す
。
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
も
制
度
の
安
定
性
は
損

な
わ
れ
ま
せ
ん
。

５
．
終
身
年
金
で
す
！
80
歳
ま

　

で
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

　

場
合
、
死
亡
一
時
金
が
あ
り

　

ま
す
！

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則

65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
仮
に
80
歳
前
に

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
80

歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
の
額

の
現
在
価
値
に
相
当
す
る
額
を
、

ご
遺
族
（
死
亡
者
の
死
亡
当
時

に
同
一
生
計
で
あ
っ
た
、
配
偶

者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母

又
は
兄
弟
姉
妹
の
順
位
）
に
死

亡
一
時
金
と
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

６
．
認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の

　

要
件
を
満
た
す
方
に
は
、
保

　

険
料
の
国
庫
補
助
金
が
あ
り

　

ま
す
！

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を

し
て
い
る
方
や
そ
の
方
と
家
族

経
営
協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者
・

後
継
者
の
方
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の

国
庫
補
助
（
月
額
最
高
１
万
円
、

通
算
す
る
と
最
大
で
２
１
６
万

円
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
国
庫
補
助
額
に
見
合
う

年
金
は
、
農
地
等
の
経
営
継
承

す
れ
ば
原
則
65
歳
か
ら
特
例
付

加
年
金
と
し
て
受
給
で
き
ま
す
。

農
地
等
の
経
営
継
承
の
時
期

に
つ
い
て
の
年
齢
制
限
は
な
く
、

本
人
の
体
力
な
ど
に
応
じ
て
受

給
の
時
期
を
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
の
内
容
や
相
談

は
、
農
業
委
員
会
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◇
受
付
件
数 

売
渡
希
望　

７
件

 

買
受
希
望　

２
件

 

（
令
和
３
年
７
月
14
日
現
在
）

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０
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北
海
道
水
域
利
用
調
整

区
域
の
指
定
に
つ
い
て

　

小
樽
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

で
は
、
特
設
人
権
・
困
り
ご
と

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

■
相
談
内
容　

　
「
う
わ
さ
や
悪
口
・
中
傷
」

　
「
い
や
が
ら
せ
」

　
「
い
じ
め
や
虐
待
」

　
「
夫
婦
や
親
子
の
問
題
」

　
「
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
」

　
「
土
地
や
住
宅
の
登
記
」
な
ど

　

そ
の
他
、
日
常
生
活
の
中
の

　

様
々
な
問
題
で
お
困
り
の
方

　

は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
（
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

　

固
く
守
ら
れ
ま
す
。）

■
日
時

　

８
月
27
日
（
金
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場
所

　

赤
井
川
村
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
法
務
局
小
樽
支
局
総
務
係

　

℡
０
１
３
４

－

２
３

－

３
０
１
２

　

北
海
道
で
は
、「
北
海
道
プ

レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
の
事
故
防

止
等
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
、
令
和
３
年
６
月
25
日
付
け

無
料「
特
設
人
権
・
困
り
ご
と
」

相

談

所

開

設

■
お
問
い
合
わ
せ

　
札
幌
管
区
気
象
台
地
震
火
山
課

　

℡
０
１
１

－

６
１
１

－

６
１
２
５

【
教
育
委
員
会
】

　

▽
社
会
教
育
指
導
員

谷
口　

寿
光

（
新
採
用
）

　

▽
社
会
教
育
指
導
員

福
田　

泰
男

（
退
職
）

　

　

例
年
、
全
国
の
電
力
需
要
が

高
ま
る
夏
（
７
月
～
９
月
）
と

冬
（
12
月
～
３
月
）
の
前
に
、

そ
の
夏
、
冬
の
電
力
が
安
定
的

に
供
給
さ
れ
る
か
ど
う
か
確
認

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
過
去
10
年
間

で
最
も
猛
暑
だ
っ
た
と
き
の
電

力
需
要
を
想
定
し
た
場
合
で
も
、

全
国
８
エ
リ
ア
で
予
備
率
が
３
．

７
％（
７
月
）、３
．８
％（
８
月
）

と
な
り
、
安
定
供
給
上
最
低
限

度
必
要
な
予
備
率
３
％
を
確
保

で
き
る
見
通
し
で
す
。

　

他
方
、
必
ず
し
も
余
裕
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

例
年
ど
お
り
、
皆
さ
ま
に
は
、

冷
房
の
利
用
な
ど
普
段
ど
お
り

の
生
活
を
続
け
て
い
た
だ
き
つ

つ
、
使
っ
て
い
な
い
部
屋
の
電

気
を
消
す
な
ど
電
気
の
効
率
的

な
使
用
を
心
が
け
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

北
海
道
経
済
産
業
局
・
北
海

道
労
働
局
・
北
海
道
に
よ
る

商
工
関
連
事
業
者
向
け
の
各
種

支
援
施
策
を
ま
と
め
た
「
創

業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
・
雇

用
・
人
材
支
援
総
合
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
起
業
し
た
い
」「
経
営
改
善
を

し
た
い
」「
新
た
に
雇
い
入
れ

し
た
い
」
な
ど
の
悩
み
を
解

消
す
る
た
め
の
様
々
な
支
援

事
業
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.pref.hokkai

　

do.lg.jp/kz/kks/guide.htm

で
道
内
８
水
域
を
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
等
の
航
行
を
制
限
ま
た

は
禁
止
す
る
こ
と
が
出
来
る
水

域
利
用
調
整
区
域
と
し
て
指
定

し
ま
し
た
。

〇
石
狩
浜
海
水
浴
場
水
域

〇
お
た
る
ド
リ
ー
ム
ビ
ー
チ
海

　

水
浴
場
水
域

〇
銭
函
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
水
域

〇
銭
函
海
水
浴
場
水
域

〇
蘭
島
水
域

〇
浜
中
・
モ
イ
レ
海
水
浴
場
水
域

〇
壮
瞥
温
泉
園
地
水
域

〇
屈
斜
路
湖
砂
湯
地
区
水
域

　

詳
し
く
は
、
左
記
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
の
事

　

故
防
止
に
関
す
る
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.pref.hokkai

　

do.lg.jp/sm
/ktk/bsb/pb/

　

pb.htm

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
局

　

危
機
対
策
課

　

℡
０
１
１

－

２
０
４

－

５
０
１
４

〇
後
志
総
合
振
興
局
地
域
創
生

　

部
地
域
政
策
課
防
災
係

　

℡
０
１
３
６

－

２
３

－

１
３
４
５

　　

津
波
警
報
や
津
波
注
意
報
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
、

サ
イ
レ
ン
な
ど
の
手
段
で
伝
え

ら
れ
ま
す
が
、
昨
年
か
ら
「
津

波
フ
ラ
ッ
グ
」
が
加
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
聴
覚
障
害

者
の
方
や
波
音
や
風
で
音
が
聞

き
取
り
に
く
い
遊
泳
中
の
方
に

も
津
波
警
報
等
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
海
水
浴
場
や
海

岸
付
近
で
津
波
フ
ラ
ッ
グ
を
見

か
け
た
ら
、
急
い
で
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

　

津
波
フ
ラ
ッ
グ
は
赤
白
格
子

の
旗
で
、「
貴
船
の
進
路
に
危

険
あ
り
」
を
意
味
す
る
国
際
信

号
旗（
船
舶
間
の
通
信
に
使
用
）

の
「
Ｕ
旗
」
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン

で
す
。
海
外
で
は
海
か
ら
の
緊

急
避
難
の
呼
び
か
け
に
多
く
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。（
Ｕ
旗
は

他
の
国
際
信
号
旗
と
組
み
合
わ

せ
る
と
別
の
意
味
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。）

　

津
波
警
報
な
ど
が
発
表
さ
れ

る
前
で
あ
っ
て
も
、
海
の
近
く

で
強
い
揺
れ
を
感
じ
た
り
、
弱

く
て
も
長
時
間
ゆ
っ
く
り
し
た

揺
れ
を
感
じ
た
り
し
た
時
に
は
、

直
ち
に
高
い
と
こ
ろ
を
目
指
し

て
逃
げ
ま
し
ょ
う
。
逆
に
、
揺

れ
な
く
て
も
津
波
警
報
な
ど
が

発
表
さ
れ
た
時
は
、
避
難
が
必

要
で
す
。
津
波
は
繰
り
返
し
襲

っ
て
き
ま
す
の
で
、
津
波
警
報

な
ど
が
発
表
さ
れ
て
い
る
間
は

避
難
を
続
け
、
決
し
て
戻
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

◇
動
画
「
津
波
フ
ラ
ッ
グ
は
避

　

難
の
合
図
」

村
職
員
人
事
異
動

（
７
月
１
日
付
け
）

こ
の
夏
は
、
無
理
の

な
い
範
囲
で
節
電
を

「
津
波
フ
ラ
ッ
グ
」は

避
難
の
合
図
！

商
工
関
連
事
業
者
向
け

総
合
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
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後
志
総
合
振
興
局
産
業
振
興

部
水
産
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で

す
。

　

近
年
、
道
内
で
は
悪
質
な
密

漁
が
横
行
し
、
特
に
沿
岸
域
に

生
息
し
て
い
る
ア
ワ
ビ
や
ナ
マ

コ
の
被
害
が
増
え
て
お
り
、
後

志
管
内
に
お
い
て
も
、
密
漁
被

害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

令
和
２
年
12
月
１
日
施
行
の
改

正
漁
業
法
に
よ
り
、
密
漁
行
為

に
対
す
る
罰
則
が
次
の
と
お
り

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

■
罰
則
の
内
容

○
特
定
水
産
動
植
物
（
ア
ワ
ビ

　

・
ナ
マ
コ
）
採
捕
の
罪
・
密

　

漁
品
流
通
の
罪
を
新
設

→
３
年
以
下
の
懲
役
又
は
３
千

　

万
円
以
下
の
罰
金

○
無
許
可
操
業
の
罪
に
つ
い
て
、

　

罰
則
を
引
き
上
げ

→
３
年
以
下
の
懲
役
又
は
３
０

　

０
万
円
以
下
の
罰
金

○
漁
業
権
侵
害
の
罪
に
つ
い
て
、

　

罰
則
を
引
き
上
げ

→
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

　

密
漁
は
、
漁
業
の
生
産
活
動

や
水
産
資
源
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
る
行
為
で
す
の
で
、
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

後
志
総
合
振
興
局
産
業
振
興

　

部
水
産
課
漁
業
管
理
係

　

℡
０
１
３
６

－

２
３

－

１
３
９
４

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設

現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

◆
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

◆
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

◆
掛
金

　

日
額
３
１
０
円
（
令
和
３
年

　

10
月
か
ら
日
額
３
２
０
円
）

■
特
長

◇
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確

　

実
、
申
込
手
続
は
簡
単
で
す
。

◇
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価

　

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

　

ま
す
。

◇
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

　

ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個

　

人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱

　

わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税

　

と
な
り
ま
す
。

◇
掛
金
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

を
利
用
し
た
電
子
申
請
で
の

　

納
付
も
可
能
で
す
。

◇
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職

　

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計

　

算
さ
れ
ま
す
。

■
建
退
共
制
度
の
特
例
措
置
の

　

お
知
ら
せ

　

建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ

　

り
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ

　

た
皆
様
に
対
し
、
各
種
手
続

　

の
特
例
措
置
を
実
施
し
て
お

　

り
ま
す
。

■
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様

　

へ
の
お
願
い

◇
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就

　

労
日
数
に
応
じ
て
適
性
に
貼

　

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
子
申
請
方
式
の
場
合
は
、

　

労
働
者
の
就
労
日
数
に
応
じ

　

て
退
職
金
ポ
イ
ン
ト
を
適
性

　

に
充
当
し
て
く
だ
さ
い
。

◇「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」

　

を
所
持
し
て
い
る
労
働
者
が
、

　

建
設
業
界
を
引
退
す
る
と
き

　

は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請

　

求
す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ

　

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

　

共
済
機
構
北
海
道
支
部

　

℡
０
１
１

－

２
６
１

－

６
１
８
６

　

令
和
３
年
７
月
９
日
（
金
）

に
、
北
海
道
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル

工
事
現
場
（
後
志
ト
ン
ネ
ル
北

上
沢
工
区
）
か
ら
発
生
す
る
濁

水
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

小
樽
川
・
余
市
川
へ
４
５
０
㎥

（
推
定
流
出
量
）
の
濁
水
を
流

出
さ
せ
る
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
本
事
故
の
原
因
と
再
発
防

止
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
と
と
も
に
、
住
民
の
皆
様

へ
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

■
流
出
の
原
因
に
つ
い
て

　

工
事
に
伴
う
濁
水
は
、
通
常
、

　

仮
設
ヤ
ー
ド
内
に
あ
る
濁
水

　

処
理
設
備
に
よ
り
浄
化
し
て

　

河
川
へ
放
流
し
て
お
り
ま
す

　

が
、
濁
水
処
理
設
備
で
濁
水

　

を
浄
化
す
る
薬
品
を
添
加
す

　

る
装
置
に
不
具
合
が
生
じ
、

　

浄
化
さ
れ
て
い
な
い
濁
水
が

　

溢
れ
出
し
、
小
樽
川
へ
流
出

　

し
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
流
出
し
た
濁
水
の
に

　

ご
り
は
無
対
策
土
の
掘
削
作

　

業
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
再
発
防
止
策
に
つ
い
て

〇
工
事
関
係
者
の
濁
水
処
理
設

　

備
に
関
す
る
意
識
、
知
識
を

　

再
教
育
に
よ
り
向
上
し
ま
す
。

　
（
村
内
全
工
区
）

〇
鉄
道
・
運
輸
機
構
は
、
濁
水

　

処
理
設
備
の
点
検
結
果
を
毎

　

日
確
認
し
ま
す
。（
村
内
全

　

工
区
）

〇
点
検
に
よ
る
見
逃
し
、
監
視

　

員
・
周
辺
の
作
業
員
が
異
常

　

に
気
づ
か
な
い
場
合
に
備
え

　

て
、
遠
隔
警
報
装
置
を
設
置

　

い
た
し
ま
す
。（
村
内
全
工
区
）

〇
濁
水
処
理
設
備
へ
の
水
槽
の

　

追
加
も
し
く
は
沈
砂
地
を
活

　

用
す
る
こ
と
で
、
濁
水
の
滞

　

留
時
間
を
確
保
し
、
濁
水
発

　

生
作
業
停
止
時
間
と
装
置
の

　

復
旧
時
間
を
確
保
し
ま
す
。

　
（
村
内
全
工
区
）

〇
追
加
の
水
槽
、
沈
砂
池
を
オ

　

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
す
る
濁
水
量

　

と
な
っ
た
場
合
は
、
ト
ン
ネ

　

ル
坑
内
の
排
水
ポ
ン
プ
を
止

　

め
て
濁
水
を
坑
外
に
出
さ
な

　

い
よ
う
に
し
ま
す
。（
村
内

　

全
工
区
）

〇
北
上
沢
工
区
で
は
、
さ
ら
な

　

る
追
加
対
策
と
し
て
、
遠
隔

　

警
報
装
置
に
加
え
て
周
囲
に

　

異
常
を
知
ら
せ
る
パ
ト
ラ
イ

　

ト
を
仮
設
ヤ
ー
ド
と
Ｊ
Ｖ
事

　

務
所
に
設
置
い
た
し
ま
す
。

■
今
後
に
向
け
て

　

こ
の
度
は
、
皆
様
に
ご
迷
惑

　

と
ご
心
配
を
お
か
け
し
た
こ

　

と
、
新
幹
線
工
事
に
対
す
る

　

信
頼
を
裏
切
っ
て
し
ま
っ
た

　

こ
と
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い

　

ま
せ
ん
。

　

策
定
し
ま
し
た
再
発
防
止
策

　

を
早
急
に
、
確
実
に
実
行
に

　

移
す
と
同
時
に
、
鉄
道
・
運

　

輸
機
構
、
Ｊ
Ｖ
双
方
の
チ
ェ

　

ッ
ク
体
制
を
強
化
す
る
こ
と

　

で
、
失
っ
た
信
頼
を
取
り
戻

　

す
べ
く
、
努
力
を
積
み
重
ね

　

て
い
く
所
存
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
鉄
道
・
運
輸
機
構
倶
知
安
鉄

　

道
建
設
所

　

℡
０
１
３
６

－

５
５

－

５
９
１
５

〇
西
松
・
東
亜
・
中
山
・
萩
原

　

北
海
道
新
幹
線
、
後
志
ト
ン

　

ネ
ル
（
北
上
沢
）
他
特
定
建

　

設
工
事
共
同
企
業
体

　

℡
３
５

－

２
１
８
１

〇
総
務
課
企
画
地
域
振
興
係

　

℡
３
４

－

６
２
１
１

密
漁
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

北
海
道
新
幹
線
工
事
に
伴
う

濁
水
の
流
出
事
故
に
つ
い
て
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お知らせ伝言板

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇ 

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇ 

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇ 

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月

14
日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※ 

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※ 

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇ 

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ

り
ま
す
が
、
平
年
に
比
べ
晴
れ

８
月
の
気
象
情
報

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

の
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

◇
気
温

－

高
40
％
・
平
40
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
30
％
・

　

低
40
％

訓
練
生
の
募
集
に
つ
い
て

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2021.6.18 0.051 晴れ
6.22 0.055 くもり
6.25 0.050 晴れ
6.29 0.055 晴れ
7.2 0.054 晴れ
7.6 0.055 くもり
7.9 0.054 晴れ
7.13 0.054 晴れ

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

　

原
子
力
安
全
対
策
課

　

℡
０
１
１

－

２
０
４

－

５
０
１
１

　
「
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
」
で
は
令
和
３
年
度
10

月
生
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
求
職
者

■
訓
練
科
目

　

建
築
デ
ザ
イ
ン
科

■
願
書
受
付
期
間

　
７
月
26
日（
月
）～
８
月
20
日（
金
）

■
選
考
試
験
日

　

９
月
10
日（
金
）

■
選
考
場
所

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

砂
川
市
焼
山
60
番
地

■
試
験
内
容

　

数
学
、国
語
、面
接

■
問
い
合
せ
先

〇
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

〇
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

℡
０
１
２
５

－

５
２

－

２
７
７
４

　

Fax
０
１
２
５

－

５
２

－

９
１
７
７

　

北
海
道
で
は
例
年
、
一
般
参

加
型
の
防
災
訓
練
「
北
海
道
シ

ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
参
加
者
が
大

地
震
か
の
揺
れ
か
ら
身
を
守

　

北
海
道
で
は
、
原
子
力
防
災

対
策
に
係
る
知
識
の
普
及
と
啓

発
の
た
め
、「
緊
急
時
に
住
民

の
皆
さ
ん
が
取
る
べ
き
行
動
」

な
ど
を
掲
載
し
た
北
海
道
原

子
力
防
災
カ
レ
ン
ダ
ー
を
赤
井

川
村
の
全
戸
を
対
象
に
配
布
し

ま
す
。

　　

そ
こ
で
、
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー

に
掲
載
す
る
絵
画
を
村
内
の

小
・
中
学
校
に
在
籍
す
る
児

童
・
生
徒
か
ら
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
絵
画
の

う
ち
入
選
作
品
を
カ
レ
ン
ダ
ー

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

　

募
集
作
品
テ
ー
マ
は
、
13
町

村
の
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
や
、
四

季
折
々
の
風
景
で
す
。

　

用
紙
は
Ｂ
３
又
は
四
つ
切
り
、

使
用
す
る
画
材
は
自
由
で
す
。

　

応
募
す
る
際
は
用
紙
裏
面
に

①
通
っ
て
い
る
学
校
名

②
学
年

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
住
所

⑤
電
話
番
号

⑥
作
品
名

を
記
載
し
て
、
役
場
（
総
務
課

企
画
地
域
振
興
係
）
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
期
間
は
９
月
３
日（
金
）

ま
で
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
局

絵
画
の
募
集
に
つ
い
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
多
く

の
自
治
体
や
企
業
が
参
加
し
て

お
り
、
令
和
２
年
度
は
道
内
で

約
12
万
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

■
訓
練
日
時

　

９
月
１
日（
水
）

　

午
前
10
時（
予
定
）

■
訓
練
内
容

　

訓
練
の
時
間
に
な
り
ま
し

　

た
ら
、
各
人
が
そ
の
場
で
概

　

ね
１
分
程
度
、「
①
Ｄ
ｒ
ｏ
ｐ

　
（
ま
ず
低
く
）、②
Ｃ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ

　
（
頭
を
守
り
）、
③
Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ

　
ｏ
ｎ
（
動
か
な
い
）」と
い
う

　
「
基
本
行
動
」
を
実
施
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
基
本
行
動
以
外
に
避

　

難
、
安
否
確
認
、
人
命
救
助

　

訓
練
な
ど
の
自
主
訓
練
が

　

あ
る
場
合
は
、
引
き
続
き
実

　

施
し
て
く
だ
さ
い
。

■
訓
練
参
加
登
録
に
つ
い
て

　

左
記
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り

　

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
http://w

w
w

shakeout.jp/
　

event/hokkaido/contact

　

s.shtm
l

■
感
染
症
対
策

　

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
は
、

　

そ
の
場
で
行
う
こ
と
が
で

　

き
る
の
で
、
訓
練
の
た
め

　

に
集
合
す
る
必
要
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

　

訓
練
す
る
場
合
、
３
密
（
密

　

閉
、
密
閉
、
密
接
）
の
回
避
に

　

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

北
海
道
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

の
実
施
に
つ
い
て
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INFORMATION

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 １，０５２ ６５ １，１１７ －３

男 ５２５ ４１ ５６６ ±０

女 ５２７ ２４ ５５１ －３

世帯数 ５５０ ５８ ６１４ －３

※令和３年６月30日現在

住
民
の
ま
ど

 〈
６
月
15
日
～
７
月
14
日
届
出
〉

お
誕
生
日
お
め
で
と
う（
出
生
）

　
お
名
前　

月
・
日　

区
会 　
（
ご
両
親
）

前
田　

龍り
ゅ
う
せ
い星
く
ん　

６
・
16　
２
町
内

　
（
前
田　

龍
二
さ
ん

・
絵
美
さ
ん

）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

お　

名　

前　
　

年
齢　

区
会

　

木
村　
敏
子
さ
ん　

86
歳　
１
町
内

　

多
田　
　

香
さ
ん　

90
歳　

  

２
都

　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

 

〈
６
月
15
日
～
７
月
14
日
〉

（
６
月
）

15
日
◇
第
２
回
赤
井
川
村
議
会

　
　
　

定
例
会
／
字
赤
井
川
／

　
　
　

～
16
日

18
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

22
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

24
日
◇
悠
楽
学
園
大
学
開
講
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
祭

　
　
　

学
生
実
行
委
員
会
来
庁

　
　
　

／
字
赤
井
川

25
日
◇
北
央
道
路
工
業
（
株
）

　
　
　

へ
の
感
謝
状
贈
呈
／
字

　
　
　

赤
井
川

26
日
◇
赤
井
川
へ
き
地
保
育
所

　
　
　

運
動
会
／
字
赤
井
川

28
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
赤
井
川
村
議
会
地
域
公

　
　
　

共
交
通
対
策
特
別
委
員

　
　
　

会
／
字
赤
井
川

　
　

◇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
小
樽
支
局
記
者

　
　
　

と
の
懇
談
／
字
赤
井
川

29
日
◇
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

　
　
　

シ
ョ
ン
協
会
道
央
支
部

　
　
　

来
庁
／
字
赤
井
川

30
日
◇
後
志
町
村
会
臨
時
総
会

　
　
　

／
俱
知
安
町

（
７
月
）

１
日
◇
職
員
辞
令
交
付
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
社
会
を
明
る
く
す
る
運

　
　
　

動
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
後
志
総
合
振
興
局
副
局

　
　
　

長
来
庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
財
政
健
全
化
Ａ
Ｐ
検
討

　
　
　

会
議
／
字
赤
井
川

２
日
◇
「
日
本
で
最
も
美
し
い

　
　
　

村
」連
合
定
期
総
会（
Ｗ

　
　
　
ｅ
ｂ
出
席
）／
字
赤
井
川

　
　

◇
中
村
裕
之
衆
議
院
議
員

　
　
　

政
経
セ
ミ
ナ
ー
／
小
樽
市

８
日
◇
札
幌
管
区
気
象
台
気
象

　
　
　

防
災
部
長
と
の
Ｗ
ｅ
ｂ

　
　
　

懇
談
会
／
字
赤
井
川

９
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

12
日
◇
北
海
道
地
方
非
常
通
信

　
　
　

協
議
会
定
期
総
会
お
よ

　
　
　

び
特
別
講
演
（
Ｗ
ｅ
ｂ

　
　
　

出
席
）／
字
赤
井
川

13
日
◇
北
後
志
町
村
長
会
総
会

　
　
　

／
積
丹
町

　
　

◇
御
通
夜
出
席
／
余
市
町

14
日
◇
葬
儀
出
席
／
余
市
町

１
日
◇
選
挙
管
理
委
員
会

４
日
◇
村
道
舗
装
補
修
工
事
検
定

９
日
◇
水
道
下
水
道
検
定

10
日
◇
議
会
運
営
委
員
会

11
日
◇
赤
井
川
村
公
共
交
通
活

　
　
　

性
化
協
議
会

15
日
◇
第
２
回
赤
井
川
村
議
会

　
　
　

定
例
会
／
～
16
日

18
日
◇
土
木
検
定

　
　

◇
赤
井
川
Ｄ
М
О
会
議

22
日
◇
入
札

24
日
◇
土
木
検
定

　
　

◇
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
実

　
　
　

行
委
員
会
意
見
交
換
会

25
日
◇
赤
井
川
Ｄ
М
О
総
会

　
　

◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

28
日
◇
入
札

　
　

◇
赤
井
川
村
議
会
地
域
公

　
　
　

共
交
通
対
策
特
別
委
員

　
　
　

会

　
　

◇
第
13
回
農
業
委
員
会
総
会

29
日
◇
教
育
委
員
会
議

　

自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候

補
生
・
航
空
学
生
・
防
衛
大
学

校
生
・
防
衛
医
科
大
学
校
医
学

科
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
校
看

護
学
科
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

小
樽
事
務
所
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を

万
全
に
し
て
説
明
会
を
随
時
行

っ
て
お
り
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹

　

候
補
生
の
採
用
年
齢
が
18
歳

　

以
上
33
歳
未
満
に
改
正
さ
れ

　

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

■今月の表紙
　今月の表紙は、赤井川へき地保育所ミニ
運動会からの１枚です。
　短い時間ではありましたが、保護者の
皆さんの声援を受けて、子どもたちは元気
いっぱい体を動かしていました。
　

む
ら
の
日
誌（
６
月
）

自
衛
官
募
集



広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■暑い日が続き、バテぎみです。気温は耐えられないほどではあり
ませんが…道東の乾いた内陸出身の身には、湿気が堪えます。何年
もいれば慣れるかと思ったのですが…。慣れたことといえば、蛙の
鳴き声でしょうか。どんなに外で鳴いていても、気にならなくなり
ました。結構大きな声ですけどね。フシギなものです。（Ｋ）
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赤井川村写真館～赤井川の四季～

道の駅あかいがわでの交通安全啓発活動
撮影：総務課企画地域振興係　場所：字都　撮影日：2021年7月14日

　※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
　う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいません
　が、2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報
　担当及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？




